
　昨年に比べて、県内での特殊詐欺被害の件数、被害金額が増えています。お金に絡む話でおかしいなと
思ったら、支払う前に家族や友人、警察、消費生活センターに相談しましょう。

主な特殊詐欺の手口と防止策
■オレオレ詐欺
手口　 親族や代理人をかたり「トラブル

でお金が必要だ」と電話がかかっ

特殊詐欺に注意しましょう 問市消費生活センター☎51-6757
十和田警察署生活安全課☎23-3195

県内で

急増 !

　

地方創生地方創生まち・ひと・しごとまち・ひと・しごと 十和田市婚活支援 検索

問政策財政課☎51-6712
NPOプラットフォームあおもり☎017-763-5522　FAX 017-763-5523

県内の特殊詐欺の認知件数と被害金額
（青森県警察本部調べ）
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てきます。
防止策　 急かされても、慌てず一度電話

を切り、本人に確認しましょう。

■還付金詐欺
手口　 市役所などをかたり「税金や医療費などの還付金

があります。携帯電話を持ってＡＴＭに行って操
作してください。操作方法は携帯電話で教えます」と電話がかかってきます。

防止策 ＡＴＭで還付の手続きはできません。警察や消費生活センターに相談してください。

2023年（令和５年）９月号　広報 ７

■架空料金請求詐欺
手口　 実在する会社名でメールが届きます。メールへ記載された電話番号へ問い合わせると、

ウェブサイトの未納料金などを請求されます。
防止策　 身に覚えのない請求は、支払わずに警察や消費生活センターに相談してください。

また、インターネットで会社名などを検索すると、詐欺であると注意喚起されてい
る場合もあります。

10月22日㈰　午後３時～５時30分
市民交流プラザ「トワーレ」　多目的研修室２・３

20歳以上の独身の人（学生は除く）

　　　▶男性は上十三・十和田湖広域定住自立圏※に住んでいる人
　　　▶女性は居住地を問いません。

男女各10人（申し込み多数の場合は抽選）

無料

10月13日㈮

※ 十和田市、三沢市、野辺地町、七戸町、六戸町、横浜町、東北町、六ケ所村、
おいらせ町、秋田県小坂町

　スイーツを楽しみながら交流できる婚活イベントを開催します

▲詳しい内容や
　申し込みはこちら

特!


